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皮膚病態学分野 
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における inducible costimulator(ICOS)、inducible costimulator ligand(ICOSL)の役割に関する検討．厚生労働科学研究
費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 20 年度総括・分担研究

報告書, pp. 90-99, 2009 
9. 稲垣 豊, 東山礼一, 石川 治, 渋沢弥生, 佐藤伸一：皮膚創傷治癒ならびに線維化過程における骨髄由来細胞
のコラーゲン産生への関与．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根

治的治療法の開発」平成 20年度総括・分担研究報告書, pp. 100-107, 2009 
10. 川口鎮司, 桑名正隆, 藤本 学, 土屋尚之, 長谷川 稔, 佐藤伸一, 大田ゆう子, 高木香恵, 栃本明子, 竹原和
彦, 伊東郁恵：CTGF遺伝子多型と強皮症発症との関与．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強
皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 20年度総括・分担研究報告書, pp. 115-120, 2009 

11. 土屋尚之, 伊東郁恵, 川口鎮司, 川﨑 綾, 長谷川 稔, 藤本 学, 竹原和彦, 佐藤伸一, 原 まき子：全身性
強皮症と interferon regulatory factor 5(IRF5)領域遺伝子多型の関連．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究
事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 20 年度総括・分担研究報告書, pp. 121-128, 2009 

12. 石川 治, 山中正義, 岡田悦子, 佐藤伸一：タキサン製剤による皮膚硬化形成機序についての検討．厚生労働科
学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 20年度総括・分
担研究報告書, pp. 129-136, 2009 

13. 石川 治, 岡田悦子, 山中正義, 佐藤伸一：ガドリニウムによる皮膚線維化・石灰化形成機序についての検討．
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 20 年

度総括・分担研究報告書, pp. 137-145, 2009 
14. 石川 治, 横山洋子, 安部正敏, 佐藤伸一：低酸素刺激による真皮線維芽細胞のＩ型コラーゲン代謝と HIF－１と
の関連．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」

平成 20 年度総括・分担研究報告書, pp. 153-159, 2009 
15. 佐藤伸一, 岩田洋平, 吉崎 歩：全身性強皮症における血清 Pentraxin3（PTX3)値と臨床症状の検討．厚生労働科
学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 20年度総括・分
担研究報告書, pp. 175-182, 2009 

16. 藤本 学, 濱口儒人, 長谷川 稔, 竹原和彦, 佐藤伸一：全身性強皮症患者血清における血管新生因子の検討．
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 20 年

度総括・分担研究報告書, pp. 183-190, 2009 
17. 佐藤伸一, 室井栄治, 原 肇秀, 簗場広一, 小川文秀：全身性強皮症患者におけるダーモスコープを用いた爪上
皮出血点ならびに拡大した爪郭毛細血管ループの観察．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強

皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 20年度総括・分担研究報告書, pp. 198-203, 2009 
18. 麦井直樹, 長谷川 稔, 藤本 学, 生田宗博, 染矢富士子, 八幡徹太郎, 堀江 翔, 佐藤伸一, 竹原和彦：強皮
症の肺病変の評価における 6 分間歩行後の前額部経皮的末梢酸素飽和度の有用性の検討．厚生労働科学研究費補

助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 20年度総括・分担研究報告
書, pp. 209-218, 2009 

19. 藤本 学, 濱口儒人, 長谷川 稔, 竹原和彦, 佐藤伸一：抗 U3 RNP 抗体陽性全身性強皮症 8例の臨床的特徴に
ついて．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」

平成 20年度総括・分担研究報告書, pp. 237-243, 2009 
20. 石川 治, 須藤麻梨子, 長谷川道子, 永井弥生, 佐藤伸一：薬剤性赤芽球癆を伴った全身性強皮症の 1 例．厚生
労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 20年度総
括・分担研究報告書, pp. 244-250, 2009 

21. 石川 治, 長谷川道子, 曽我部陽子, 永井弥生, 佐藤伸一：Tumoral calcinosisを合併した全身性強皮症の 1例．厚
生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 20 年度

総括・分担研究報告書, pp. 251-254, 2009 
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学会発表数 

A－b B－b 
A－a 

シンポジウム 学会 
B－a 

シンポジウム 学会 

0 0 20 3 1 97 

 

社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

佐藤伸一・教授 油症治療調査委員会委員 厚生労働省全国油症治療研究班 

佐藤伸一・教授 カネミ油症健康実態調査項目等ワーキンググル

ープ委員 

厚生労働省全国油症治療研究班 

佐藤伸一・教授 特定疾患対策協議会委員 長崎県 

佐藤伸一・教授 油症対委員会委員 長崎県 

佐藤伸一・教授 油症研究班班長 長崎県 

清水和宏・准教授 油症対策委員会委員 長崎県 

佐藤伸一・教授 理事 日本研究皮膚科学会 

佐藤伸一・教授 評議員，雑誌編集委員 日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会 

佐藤伸一・教授 評議員 日本乾癬学会 

佐藤伸一・教授 評議員 日本皮膚悪性腫瘍学会 

佐藤伸一・教授 評議員 日本臨床免疫学会 

佐藤伸一・教授 Journal of Dermatological Science, Section Editor 日本研究皮膚科学会 

佐藤伸一・教授 Arthritis & Rheumatism, Advisory Editor アメリカリウマチ学会 

小川文秀・講師 雑誌編集委員 日本臨床免疫学会 

 

競争的研究資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

佐藤伸一・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C)一般 
創傷治癒における、セレクチンとそのリガン

ドの関与 

清水和宏・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C)一般 
免疫複合体病における治療ターゲットとし

ての活性酸素種及び NO, CO, H2Sの解析 

竹中 基・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(C)一般 
アトピー性皮膚炎の痒みの発生機序の解明

と新規治療法の開発 
 

室井栄治・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
強皮症モデルマウスにおける皮膚硬化に対

する硫化水素による抗酸化療法の検討 

原 肇秀・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
免疫複合体病における治療ターゲットとし

ての血小板および接着因子の解析 

清水和宏・准教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(食品の安心・安
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全確保推進研究事業) 
食品を介したダイオキシン類等の人体への

影響の把握とその治療法の開発等に関する 
研究 

佐藤伸一・教授 厚生労働省 代表 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服
研究事業) 
強皮症における病因解明と根治的治療法の

開発 
小川文秀・講師 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服

研究事業) 
強皮症における病因解明と根治的治療法の

開発 
小川文秀・講師 農林水産省 分担 ツバキの新機能活性技術及び高生産性ツバ

キ林育成技術の開発 

 

その他 

非常勤講師等 

氏名・職 職名（担当科目） 関 係 機 関 名 

清水和宏・准教授 非常勤講師（皮膚科学） 県立シーボルト大学 

清水和宏・准教授 非常勤講師（皮膚科学） 玉木女子高等学校 

清水和宏・准教授 非常勤講師（皮膚科学） 長崎医療技術専門学校 

清水和宏・准教授 非常勤講師（皮膚科学） 長崎医師会看護専門学校 

清水和宏・准教授 日本医師会生涯教育講座 長崎県医師会 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

竹中 基・講師 アトピー性皮膚炎 福岡市・KBC
九州朝日放送

2009 年 

 4月 19日

アトピー性皮膚炎(成人)について解説 

小川文秀・講師 皮膚の病気について 長崎新聞 2009 年 

10 月 19 日

皮膚がんの早期発見、早期治療の重要性

について啓蒙した 

 

○講座における社会活動 

① カネミ油症の診断，治療の改善を目的として設けられた厚生労働省の食品安全確保研究事業に参加し，下記の協

力を行ってきた。 
（１） 油症検診： 昭和 43年以来，毎年 1回長崎県下各地での検診を行っている。 
（２） 研究事業： 油症患者の毛髪，皮下脂肪織，皮脂中の有機塩素化合物の定量，ポルフィリン代謝異常に対

する影響などを検討し，油症にみられる全身的悪影響を検討，発表している。 
② 皮膚の日に公開講座を開いて啓蒙活動を行っている。 
③ 長崎県医師会が実施している日本医師会生涯教育講座に協力している。 


